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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　誘電体導波管の入出力電極とプリント配線基板のマイクロストリップラインとを接続す
る誘電体導波管の入出力結合構造において、
底面に誘電体露出部に囲まれるとともにその誘電体露出部の周囲に導体膜が配置された入
出力電極となる導体パターンを具えた誘電体導波管、
中央に空隙となる部分を具えた少なくとも表面が導体であるスペーサ、および
主表面においてマイクロストリップラインに接続されるとともに、誘電体露出部を介して
間隔を置いて導体膜で囲まれた導体パターンを具えたプリント配線基板からなり、
誘電体導波管の底面がスペーサを介してプリント配線基板の主表面と接合され、
誘電体導波管の前記導体パターンとプリント配線基板の前記導体パターンとが前記スペー
サの空隙となる部分によって間隔を置いて対向するように配置されたことを特徴とする誘
電体導波管の入出力結合構造。
【請求項２】
　直方体の誘電体導波管の同一底面の両端にそれぞれ前記の導体パターンを具え、一方が
入力、他方が出力とされてフィルタを構成する請求項１記載の誘電体導波管の入出力結合
構造。
【請求項３】
　プリント配線基板の前記導体パターンを囲む導体膜が前記主表面に対向する裏面の導体
膜とビアホールで接続された請求項１記載の誘電体導波管の入出力結合構造。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、共振器、フィルタあるいはデユプレクサ等として用いられる誘電体導波管の
プリント配線基板に形成されたマイクロストリップ線路等との結合（接続）構造に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　空洞導波管は、マイクロ波やミリ波用の低損失の電送線路として利用されてきたが、大
型で重くなるために携帯通信端末などの小型の電子機器には利用しにくいという問題があ
る。そこで、誘電体材料の表面に導体膜を形成して得られる誘電体導波管の利用は考えら
れている。これは、誘電体による電磁波の短縮効果が得られるとともに肉厚の金属壁が必
要でないことから、導波管を小型軽量化できるという長所がある。これによって、電子機
器に一般に使用されているプリント配線基板上に誘電体導波管が搭載できるようになり、
高周波の小型電子部品回路で有用な伝送線路として注目され、実用化が図られている。
【０００３】
　しかし、プリント配線基板で用いられているマイクロストリップ線路と導波管線路とで
は伝送される電磁波のモードが異なるので、誘電体導波管をプリント配線基板に搭載して
マイクロストリップ線路に接続して利用するためにはマイクロストリップ線路から誘電体
導波管へのモード変換構造が必要となる。このモード変換構造は、構造が単純で広い周波
数帯域を有することが望まれる。また、20GHz以上の高い周波数帯においてマイクロスト
リップ線路上に誘電体導波管を接続する場合、僅かな位置ずれによって変換特性が大きく
変化してしまって実用性が損なわれることが多いという問題がある。
【特許文献１】特開２００２－１３５００３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、誘電体導波管をプリント配線基板上に搭載してマイクロストリップ線路と接
続するための簡略な構造を提供するもので、広帯域で、かつ位置ずれによる影響が小さい
変換構造を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、間隔を保って導体パターンを対向させる構造を採用することによって上記の
課題を解決するものである。
　すなわち、誘電体導波管の入出力電極とプリント配線基板のマイクロストリップライン
とを接続する誘電体導波管の入出力結合構造において、
　底面に誘電体露出部に囲まれるとともにその周囲に導体膜が配置された入出力電極とな
る導体パターンを具えた誘電体導波管、空隙となる部分を具えた少なくとも表面が導体で
あるスペーサ、および主表面においてマイクロストリップラインに接続されるとともに、
間隔を置いて導体膜で囲まれた導体パターンを具えたプリント配線基板からなり、
　誘電体導波管の底面がスペーサを介してプリント配線基板の主表面と接合され、
誘電体導波管の前記導体パターンとプリント配線基板の前記導体パターンとが間隔を置い
て対向するように配置されたことに特徴を有するものである。
【発明の効果】
【０００６】
　対向する２つのパッチアンテナ状の導体パターンが電磁的に結合することで、高周波の
エネルギをマイクロストリップと誘電体導波管との間で伝送することができる。それらの
導体パターンはキャビテイ内に収容されているので、電磁エネルギの漏洩が少なく、損失
が少ない。２つの導体パターンを電気的に接触させる必要がないので、実装時の位置ずれ
などの要因による伝送特性の劣化を防止することができ、誘電体導波管の位置決めの精度
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を緩くできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　誘電体導波管の入出力段の底面に、パッチアンテナ状の導体パターンを形成する。また
、これを搭載するプリント配線基板のマイクロストリップ線路の終端部にもパッチアンテ
ナ状の導体パターンを形成する。
　誘電体導波管をプリント配線基板に搭載する際、誘電体導波管底面とプリント配線基板
上に設けられた２つのパッチアンテナ状の導体パターンが対向するように配置される。こ
の対向する２つのパッチアンテナ状の導体パターンは接触することなく、間隔を保った状
態となっている。
　２つのパッチアンテナ状の導体パターンが対向する部分の空隙の周囲には導体壁が設け
られている。これらの周囲の導体壁はマイクロストリップ線路が進入する部分のみが取り
除かれている。プリント配線基板の結合部の周縁にも導体壁が設けられており、プリント
配線基板と誘電体導波管の底面で構成される平行面とともにキャビテイを構成する。
【実施例】
【０００８】
　以下、図面を参照して、本発明の実施例について説明する。図１は本発明による誘電体
導波管の斜視図である。誘電体導波管の入出力端の一方側のみを示したものである。直方
体の誘電体10の表面はほぼ全面がアース電極となる導体膜12で覆われており、底面の一部
に長方形のパッチ状の導体膜による導体パターン11が形成されている。導体パターン11の
周囲は誘電体が露出しており、その外側はアース電極となる導体膜12で囲まれている。こ
の例では導体パターン11は導体ストリップで導体膜12と接続されている。なお、導体膜12
はプリント配線基板のマイクロストリップ線路と接触する部分は形成されず、その部分は
誘電体が露出している。
【０００９】
　図２に示したように、プリント配線基板13のマイクロストリップ線路15の終端部にもパ
ッチアンテナ状の導体パターン14を形成する。誘電体導波管の底面の導体パターン11とプ
リント配線基板13の表面の導体パターン14を一定の間隔を保ったまま対向するように配置
する。これらの導体パターンの周囲に導体壁17を設け、プリント配線基板と誘電体基板は
導体壁17によって生じる間隙を介して密着固定される。
【００１０】
　マイクロストリップと誘電体導波管は対向した導体パターン11、14によって電磁的に結
合され、両者の間で電磁波の伝送が可能となる。高周波においては、伝送線路の結合部の
不連続により大きな放射損が生じ、伝送特性が著しく劣化する傾向がある。しかし、ここ
で用いられた接合構造においては、不連続部が導体壁によって形成された空洞内に収容さ
れているので、電磁界が空間中に放射されることが生じにくくなっている。
【００１１】
　図３に実際に使用する接続構造の例を示す。マイクロストリップ線路35が形成されてい
るプリント配線基板33内部には接続部（導体パターン34）の周囲にビアホール39の列が設
けられ、プリント配線基板33の導体壁の代用となっている。誘電体導波管はスペーサ38を
介してプリント配線基板33表面に固定される。スペーサ38は導電性材料を用いいてもよい
が、樹脂材料やプリント配線基板材料にめっき等で導体膜を形成したものを用いることも
できる。いずれにせよ結合部となる導体パターンの対向部分が導体壁内に収容される構造
であればよい。図４は接続後の状態を示すもので、マイクロストリップ線路の部分を除い
て導体で囲まれた領域に対向する導体パターンが配置されている。
【００１２】
　図５は、本発明による結合構造の特性を測定するために作製したサンプルの斜視図を示
しており、入出力電極を具えたフィルタが構成されたものである。比誘電率4.5の誘電体
材料を用いて断面が４mm×2.5mmの誘電体導波管を作製した。誘電体導波管の長さを30mm
とし、その両端に変換器を設けてマイクロストリップ線路との間で変換した場合の透過特



(4) JP 4133747 B2 2008.8.13

10

20

性と反射特性を測定した。なお、変換部の長さは7mm程度となっている。変換特性の測定
結果を図６に示す。25GHzから29GHzまでの範囲で、反射損失が12dB以上、透過損失が0.6d
B以下となっており、良好な変換特性が得られることが確認された。
【産業上の利用可能性】
【００１３】
　本発明は、従来大型で重量の大きな空洞導波管を用いなければならなかった領域におけ
る伝送線路の小型化、軽量化の面で極めて有用である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施例を示す斜視図
【図２】本発明の実施例を示す斜視図
【図３】本発明の実施例を示す斜視図
【図４】本発明の実施例を示す斜視図
【図５】本発明の実施例を示す斜視図
【図６】本発明による誘電体導波管フィルタの特性の説明図
【符号の説明】
【００１５】
10：誘電体導波管
11：導体パターン
12：（アース）導体膜
38：スペーサ
13、33：プリント配線基板
15、35：マイクロストリップライン
14、34：導体パターン
16：（アース）導体膜
39：ビアホール
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【図６】
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